
6よしかわ議会だより

中
川
の
治
水
対
策
を

万
全
に

遠
藤　

義
法

問　

中
川
の
左
岸
、
市
役
所
付
近
や

吉
川
橋
付
近
、
駅
南
の
護
岸
工
事
計

画
と
完
成
の
見
通
し
は
。

答
都
市
建
設
部
長　

吉
川
橋
付
近
の

護
岸
工
事
は
吉
川
橋
架
け
替
え
に
合

わ
せ
完
成
す
る
。
市
役
所
付
近
、
駅

南
側
な
ど
に
つ
い
て
は
緊
急
性
の
高

い
方
か
ら
随
時
工
事
が
行
わ
れ
る
と

国
か
ら
聞
い
て
い
る
。
堤
防
の
高
さ

は
、
市
役
所
付
近
で
４
・
57
ｍ
で
あ

る
。
計
画
水
位
は
３
・
６
ｍ
な
の
で

現
状
上
回
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
０
・

６
ｍ
高
く
な
る
。

♦
学
校
図
書
室
の
充
実
を

問　

学
校
の
図
書
整
備
、
新
聞
の
配

備
、
司
書
の
配
置
に
必
要
な
経
費
が

地
方
交
付
税
措
置
さ
れ
て
い
る
が
、

市
の
実
施
状
況
は
。

答
教
育
部
長　

政
府
か
ら
予
算
措
置

さ
れ
た
平
成
28
年
度
の
小
中
学
校
図

書
関
係
８
１
５
万
６
千
円
で
使
わ
れ

た
の
は
８
７
７
万
６
千
円
、
司
書
関

係
は
５
０
６
万
３
千
円
で
経
費
は
３�

２
７
万
９
千
円
で
あ
る
。
蔵
書
は
満

た
さ
れ
て
い
る
が
司
書
に
つ
い
て
は

今
後
財
政
担
当
と
協
議
し
対
応
す
る
。

♦�

国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
に
伴
う

施
策
は

問　

国
民
健
康
保
険
が
都
道
府
県
化

さ
れ
る
。
国
保
税
額
の
見
通
し
は
。

答
健
康
福
祉
部
長　

今
回
の
県
の
方

針
は
、
保
険
税
な
ど
の
あ
り
方
を
定

め
た
も
の
で
あ
る
。
詳
細
は
来
年
３

月
ま
で
に
決
ま
る
。

市
公
立
保
育
所
・
非
常
勤
保
育
士

の
処
遇
改
善
と
正
規
化
を

小
林　

昭
子

問　

正
規
保
育
士
と
の
賃
金
差
が

一
ヵ
月
一
七
万
円
以
上
あ
る
の
は
問

題
。
県
内
の
時
給
、
一
時
金
や
退
職

金
制
度
の
有
無
等
と
比
べ
て
も
見
直

し
は
必
要
だ
。
公
立
保
育
所
の
役
割

は
大
き
い
。
公
立
の
定
員
を
増
や
す
、

職
員
の
正
規
化
等
を
図
る
べ
き
で
は
。

答
健
康
福
祉
部
長　

新
年
度
か
ら
時

給
を
４
・
８
％
ア
ッ
プ
し
千
百
円
と

予
算
化
し
た
。
今
後
の
保
育
所
運
営

は
基
本
的
に
民
間
に
と
考
え
て
い
る

の
で
正
規
化
は
し
な
い
。

◆
工
場
汚
水
に
よ
る
川
端
地
内
の
用

排
水
路「
新
き
ぼ
り
」の
水
質
改
善

問　

12
月
の
水
質
検
査
結
果
は
水
質

汚
濁
度
を
示
す
Ｂ
О
Ｄ
の
数
値
が
県

基
準
の
十
倍
以
上
も
高
い
。
こ
れ
で

は
汚
水
流
入
を
懸
念
し
て
堰
を
止
め

て
い
る
三
郷
市
の
理
解
は
得
ら
れ
な

い
。
①
今
後
の
対
応
は
。
②
近
隣
水

路
へ
の
影
響
は
な
い
か
水
質
検
査
を
。

答
市
民
生
活
部
長　

①
今
後
改
善
が

無
け
れ
ば
、
県
と
し
て
勧
告
を
出
す

と
の
こ
と
。
現
時
点
で
は
検
査
結
果

の
原
因
を
環
境
事
務
所
で
行
っ
て
い

る
の
で
そ
の
結
果
を
待
っ
て
い
る
。

②
水
の
流
れ
の
詳
し
い
状
況
を
見
て

検
討
し
た
い
。

◆
三
輪
野
江
地
区
の
土
地
利
用
計
画

問　

一
部
農
地
編
入
へ
の
日
程
は
。

答
市
民
生
活
部
長　

平
成
29
年
度
中

の
完
了
を
目
指
し
て
い
る
。
一
月
下

旬
か
ら
地
権
者
へ
説
明
を
始
め
て
い

る
。

防
災
行
政
無
線
の
戸
別

受
信
機
設
置
に
補
助
金
を

吉
川　

敏
幸

問　

室
内
で
窓
を
閉
め
た
状
態
で
は

依
然
聞
き
取
り
辛
い
防
災
無
線
。
国

が
地
方
交
付
税
措
置
を
講
じ
る
と
言

い
、
防
災
・
減
災
力
の
強
化
に
繋
が

り
、
さ
ら
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無

線
と
し
て
、
地
域
経
済
活
性
化
も
見

込
め
る
か
も
し
れ
な
い
戸
別
受
信
機

設
置
に
補
助
金
を
出
し
て
は
ど
う
か
。

答
市
民
生
活
部
長　

市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
テ
レ
ビ
埼

玉
で
も
入
手
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
が
、
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

◆�

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
郷
土
愛
も
絡

め
き
ち
ん
と
し
た
啓
発
・
説
明
を

問　

２
月
21
日
付
の
埼
玉
新
聞
に
所

沢
市
は
一
億
四
千
万
円
の
赤
字
と
記

事
が
あ
っ
た
。
同
じ
基
準
に
立
て
ば
、

吉
川
市
は
二
千
万
円
の
赤
字
。
黒
字

に
な
ら
な
け
れ
ば
、
提
供
で
き
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
減
る
。
き
ち
ん
と
制

度
を
啓
発
・
説
明
す
べ
き
で
は
。

答
市
民
生
活
部
長　

他
市
町
村
に
寄

付
す
る
と
、
結
局
、
自
分
た
ち
に
使

わ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
減
り
、
市
民
に

と
っ
て
も
マ
イ
ナ
ス
。
制
度
を
正
し

く
伝
え
る
と
共
に
吉
川
市
に
寄
付
し

た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
が
あ
り
、
選

ば
れ
る
返
礼
品
に
し
て
い
く
。

◆�

市
独
自
の
近
郊
型
農
業
の
方
向
性

は
。

問　

体
験
型
農
業
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の

建
設
を
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
入
れ

て
は
い
か
が
か
。

答
市
民
生
活
部
長　

研
究
し
て
い
く
。

放
射
能
高
濃
度
汚
染
土
壌
市

で
は
受
入
れ
を
し
な
い
予
定

岩
田　

京
子

問　

環
境
省
は
放
射
線
に
よ
る
高
濃

度
汚
染
土
壌
の
減
容
化
と
再
利
用
の

た
め
、
８
０
０
０
Bq
／
㎏
以
下
の
汚

染
土
壌
を
全
国
の
公
共
事
業
で
利
用

す
る
方
針
を
出
し
た
。
吉
川
市
の
対

応
は
い
か
に
。

答
都
市
建
設
部
長　

地
域
住
民
の
意

見
が
重
要
。
市
内
の
公
共
事
業
で
汚

染
土
壌
を
使
う
予
定
は
な
い
。

◆
甲
状
腺
エ
コ
ー
検
査
の
助
成

問　

９
月
議
会
で
請
願
が
可
決
さ
れ

た
が
、
吉
川
市
で
取
組
む
予
定
は
。

答
健
康
福
祉
部
長　

福
島
県
の
甲
状

腺
が
ん
の
多
発
は
、
県
民
健
康
調
査

の
中
間
報
告
で
放
射
線
の
影
響
と
は

考
え
に
く
い
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、

甲
状
腺
検
査
の
必
要
性
は
な
い
。

問　

中
間
報
告
を
し
た
県
民
健
康
調

査
の
部
会
長
が「
自
分
の
意
見
が
部

会
長
の
立
場
で
は
言
え
な
い
」と
部

会
長
を
辞
任
し
た
の
を
ご
存
知
か
。

答
健
康
福
祉
部
長　

承
知
し
て
な
い
。

問　

汚
染
土
壌
の
受
入
れ
を
し
な
い

様
に
、
検
診
の
助
成
に
つ
い
て
も
市

民
の
意
向
に
沿
っ
て
も
よ
い
の
で
は
。

答
健
康
福
祉
部
長　

受
診
を
促
す
状

況
で
は
な
い
。

◆
文
化
拠
点
・
公
民
館
の
ト
イ
レ

問　

高
齢
者
に
と
っ
て
外
出
先
に
洋

式
ト
イ
レ
が
あ
る
か
は
非
常
に
重
要
。

避
難
所
で
も
あ
る
中
央
公
民
館
の
ト

イ
レ
の
全
面
洋
式
化
の
予
定
は
。

答
教
育
部
長　

開
館
30
年
経
っ
て
い

る
。
大
規
模
改
修
時
に
検
討
す
る
。

学
校
給
食「
試
食
」の
場

お
あ
し
す
で
提
供
を

伊
藤　

正
勝

問　

庁
舎
建
設
と
並
行
し
て
お
あ
し

す
改
修
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
一
段

と
人
々
が
喜
び
集
え
る
場
所
に
。
新

鮮
な
発
想
で
学
校
給
食
の
試
食
の
場

を
設
け
て
は
ど
う
か
。
提
案
し
た
い
。

当
面
30
～
50
食
程
度
。
ワ
ン
コ
イ
ン

で
ハ
ー
ト
フ
ル
ポ
ッ
ト
の
拡
充
も
。

学
校
や
こ
ど
も
た
ち
を
み
じ
か
に
感

じ
、
さ
ら
に
お
い
し
い
給
食
へ
。

答
教
育
部
長　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

は
学
童
へ
の
給
食
の
提
供
を
目
的
に

し
て
お
り
、
不
特
定
多
数
へ
の
提
供

は
想
定
し
て
い
な
い
。
試
食
に
つ
い

て
は
現
在
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
お

り
多
く
の
人
々
に
利
用
し
て
も
ら
い

た
い
。

問　

新
し
い
試
み
。
知
恵
を
絞
っ
て

ほ
し
い
。
図
書
館
に
つ
い
て
も
、
日

本
一
の
読
書
の
ま
ち
宣
言
の
三
郷
市

や
日
比
谷
図
書
館
の
変
容
な
ど
も
参

考
に
前
進
を
は
か
っ
て
ほ
し
い
。

答
教
育
部
長　

利
用
者
の
98
％
以
上

が
現
状
調
査
で
満
足
と
評
価
し
て
い

る
。
学
校
図
書
館
は
国
の
基
準
以
上

の
整
備
水
準
に
あ
り
、
市
立
図
書
館

と
も
連
携
し
本
の
搬
送
も
行
っ
て
い

る
。
三
郷
の
動
向
も
注
視
し
さ
ら
に

よ
り
良
い
方
向
を
目
指
し
た
い
。

問　

新
中
学
校
の
図
書
室
は
市
民
と

の
共
同
利
用
の
モ
デ
ル
に
し
て
は
。

一
階
に
配
置
し
出
入
り
口
も
検
討
を
。

答
教
育
部
長　

生
徒
数
の
急
増
で
複

合
化
の
方
向
は
難
し
い
。
減
少
し
た

と
き
に
ど
う
活
用
す
る
か
設
計
段
階

で
そ
の
こ
と
も
検
討
し
て
進
め
る
よ

う
に
し
た
い
。

臨
時
休
業（
学
級
閉
鎖
）

と
学
童
保
育
に
つ
い
て

林　

美
希

問　

感
染
症
の
感
染
拡
大
予
防
を
目

的
と
し
た
臨
時
休
業
の
基
準
は
。

答
教
育
部
長　

明
確
な
基
準
は
な
い

が
学
級
に
３
割
程
度
の
欠
席
者
が
出

た
場
合
、
欠
席
者
の
症
状
、
登
校
児

童
の
体
調
を
鑑
み
校
医
の
意
見
を
参

考
に
臨
時
休
業
の
決
定
を
し
て
い
る
。

問　

基
準
と
な
る
数
値
の
根
拠
が
な

い
。
健
康
な
児
童
の
福
利
が
損
な
わ

れ
る
可
能
性
を
考
慮
し
、
臨
時
休
業

の
あ
り
方
自
体
を
見
直
し
て
み
て
は
。

答
教
育
部
長　

感
染
拡
大
防
止
と
学

校
運
営
上
の
対
策
を
目
的
と
し
、
関

係
機
関
と
協
議
し
て
決
定
す
る
。

問　

学
級
閉
鎖
実
施
日
、
対
象
学
級

に
属
す
る
児
童
は
健
康
で
も
学
童
保

育
室
に
登
室
で
き
な
い
。
日
中
の
保

育
に
欠
け
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
児

童
の
福
利
の
保
証
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
、
臨
時
休
業
日
に
健
康
な
児
童

の
学
童
保
育
室
の
登
室
受
け
入
れ
体

制
整
備
を
要
望
す
る
が
い
か
が
か
。

答
健
康
福
祉
部
長　

集
団
保
育
が
目

的
な
中
、
他
の
児
童
や
市
民
へ
の
感

染
拡
大
防
止
を
優
先
し
現
行
の
対
応

を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

◆
共
助
に
つ
い
て

問　

自
主
防
災
組
織
が
担
う
共
助
は

市
民
の
協
力
が
不
可
欠
。
第
５
次
総

合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
策
定
時
、

協
働
を
求
め
る
記
載
に
是
も
非
も

あ
っ
た
が
、
案
通
り
残
し
た
意
味
は
。

答
政
策
室
長　

市
民
交
流
と
協
働
が

地
域
を
育
み
、
共
助
や
全
て
の
福
祉

に
つ
な
が
る
と
考
え
記
載
し
た
。


